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株式会社ぶんか社
 


お兄ちゃんに恋をして





一文字鈴・著

結城アオ・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「綾あや香か、よく聞いて。お母さん、再婚するの」

　突然母がそう言ったのは、私──綾香が四歳の時だった。

「しゃいこん、って？」

　私が小首を傾げると、母はすっと目を細めて、恥ずかしそうに笑った。

「綾香に新しいお父さんとお兄ちゃんができるのよ」

「えっ、ほんと？」

　一歳の時に父を交通事故で亡くし、母と二人暮らしだった私は、幼稚園で兄弟がいる友達を見るたびに、うらやましいと思っていた。

「清し水みずさんという人なの」

「ちみじゅたん？」

　知らない名前だった。誰だろうと思っていると、母が短く説明した。

「会社の上司で、奥さんを二年前に病気で亡くしてから、九歳の男の子を育てているの。これから清水さんの家に挨あい拶さつに行くからね」

「でも、おしょと、雨ふってゆ」

　その日は横殴りの雨が降っていた。

「新しいお兄ちゃんに会いたいでしょう？」

「うんっ、しゅごく会いたいー」

「それじゃあ、雨でも我慢して。今日行くと約束してあるの」

　母は私にレインコートを羽織らせると、大粒の雨が降る中、家を出てバスに乗った。

　隣町でバスを降りた時には、雨はさらに激しさを増して、雨音に交じって雷鳴が聞こえてきた。

「お母しゃん、こあい……」

　私は雷が大の苦手だった。

「清水さんのお家までもう少しよ。頑張って歩いて」

「うん、わあった……」

　頷いた直後、ゴロゴロと頭上で雷が鳴り出した。青白い閃光が走り、ドォォンッと耳をつんざくような雷が落ちる。

「いやあぁぁっ」

　思わず私は両手で耳を塞ぎ、その場に立ちすくんだ。

　こんな怖い思いをしたのは初めてで、頭の中は真っ白だった。

「綾香、我慢して。ほら、歩いて」

　私の腕を引っ張ろうとする母の手を振り払う。じわりと目に涙が浮かんだ。

「や……もう、帰りたい……」

「もう少しだから、歩きなさい、綾香」

「やだっ、行かないもんっ」

　　思わず大きな声が出た。母は困った顔になり、気まずい沈黙が広がる。

　不意に優しい声が聞こえた。

「……今の雷、大きかったね。大丈夫？」

　顔を上げると、青い傘を差した見知らぬ少年が、私を見て微笑んでいた。

　彼はすぐ近くまで歩み寄ると、私と目線を合わせるようにしゃがんだ。

「君が綾香ちゃんだね？　父さんに言われて迎えに来たよ」

「え……？」

　大きく目を見開いた直後、空を裂くような白い稲妻が光った。ほぼ同時に地響きのような大きな雷鳴が轟く。

「こあいー！　うわああんっ」

　悲鳴を上げて、目の前の少年にぎゅっとしがみついた。

「綾香ちゃんは『怖がり姫』だね」

　小さく呟いた彼は、私を励ますように、トントンと優しく背中を撫でた。

「こわがり姫？」

　かすれた声で訊くと、少年は私の顔を覗き込みながら微笑んだ。

「大丈夫だよ。これからは、お兄ちゃんが大切なお姫様を守るからね」

　優しい声こわ音ねに吸い込まれそうになり、私は顔を上げてパチパチと瞬いた。

「……お兄たん？」

「そうだよ。僕は清水拓たく海み、今日から綾香ちゃんのお兄ちゃんだ。よろしくね」

　拓海と名乗った少年は、黒曜石のような瞳を細めて優しく笑った。

　彼がそばにいると、不思議とあたたかな気持ちになり、私は小さな声で彼に挨拶を返す。

「はらだあやか、でしゅ。お兄たん、よろちく」

　そばで私達を見守っていた母が、小さく笑って訂正した。

「もう原はら田だじゃないわ。今日からお兄ちゃんと同じ、清水という姓になるのよ」

「お兄たんと同じ？　うれちい」

「僕もうれしい。ずっと妹がほしいと思っていたんだ。綾香ちゃん、仲良くしようね」

「わぁい、お兄たん、あっこしてー」

　両手を伸ばして目の前の義兄に抱きついた。夢中で首に手を回すと、彼はごほっと咳き込む。

「綾香ちゃん、首が絞まって、息が苦しい……」

　彼のかすれた声に、私はハッと我に返った。慌ててしがみついていた手を緩めて謝る。

「イタイちた？　兄たん……めんなたい……」

「大丈夫だよ。少し苦しかっただけ。綾香ちゃんは素直ないい子だね」

　優しい義兄は、私の髪をぎこちなく撫でた。

「アヤ、お兄たんのこと、しゅき。大、大、だーいしゅきー」

　大きな声で言うと、彼も笑顔で答えてくれた。

「僕も、綾香ちゃんのこと、だーい好きだよ」

「ほんと？　それじゃあ、アヤは大きくなったら、お兄たんのお嫁たんになゆー」

　彼は驚いて目を見開き、すぐに困ったように眉根を寄せた。

「綾香ちゃん、兄妹は結婚できないんだよ」

「えーっ、アヤ、お兄たんと結婚ちたいー」

　小さな手で懸命に彼にしがみつく。

　少しの間沈黙が広がり、小振りになった雨音が耳を打った。

「兄妹は結婚できないんだ。綾香ちゃんにはきっと、他にいい人が現れるから」

　申し訳なさそうに繰り返すお兄ちゃんに、私はさらに強く抱きついた。

「ちわうー、アヤ、お兄たんがいい……ひっく、うぅ、ふええぇぇんっ」

　ぽろぽろと涙があふれてしまうと、彼が優しく空を指差した。

「綾香ちゃん、泣かないで。ほら、もう雨が止んだよ」

　見上げると、いつの間にか灰色の雨雲が消えて、雲の合間から陽射しが覗いている。

　こうして私に新しいお兄ちゃんができた。




　窓を開けて空を仰ぐと、雲一つない晴天だった。

「良いお天気！　今日も頑張るぞー」

　肩まである髪をポニーテールにした私は、リビングの窓から真っ青な空を見上げて、ガッツポーズを決める。

　ふわりと心地よい風が優しく頬を撫で、くすぐったい。

　雨の日の出会いから十七年が経ち、私──清水綾香は短大を出て、保育士になった。私立認可保育園の『ひまわり園』に勤めて半年になる。

　朝食のパンを焼いてテーブルに並べていると、お兄ちゃんがリビングに入ってきた。

「おはよう、綾香」

　優しく甘いバリトンの声に、トクンと心臓が跳ねる。

　すらりと均整の取れた長身をダークスーツに包み、青色のネクタイを締めたお兄ちゃんは、私より五歳年上の二十六歳で、有名大学を卒業後、大手銀行に就職している。

　百八十五センチを超える身長と、漆黒の髪と瞳、彫りの深い端正な顔立ちの彼は、性格も穏やかで何でもできる自慢の義兄だ。

「お兄ちゃん、おはよう。朝ごはんのパンを食べよう」

　四人掛けのダイニングテーブルに向かい合って座る。父と母は祖母の介護の為、早朝から出かけていた。

「そうだ、今日は早く出ないといけないんだった」

　大切なことを思い出し、私はポンと小さく手を打った。

「どうしたんだ？」

「昨日、駅前で研修があって、車を園に置いて帰ったの。だから今朝はバスで出勤するわ」

　まだ保育士になって半年の私は研修が多い。

　急いで立ち上がると、お兄ちゃんに腕をぐっと掴まれた。

「俺が車で送って行くよ。保育士の仕事は体力を使うから、ちゃんと朝食を食べないとダメだ」

「でも、お兄ちゃんも仕事が……」

「お前を送ってから銀行に向かっても、余裕で間に合うから、心配するな」

　義兄は小さな頃から変わらず優しい。送ってもらうことにした私は、朝食を食べた後、家の戸締りをして車庫に向かった。

　仕事で忙しいお兄ちゃんの車に乗るチャンスはあまりないので、緊張しながらシルバーセダンの助手席に座る。

「シートベルト、したか？」

「うん、オッケーよ、お兄ちゃん」

　静かに車が走り出すと、車内のカーオーディオから、バッハ作曲の管弦楽組曲が聞こえてきた。

「お兄ちゃんはクラシックが好きだったね。中学生の時は吹奏楽部だったし。高校はサッカー部だったけど、大学でまた音楽サークルに入ったし」

「……よく覚えているなぁ」

　感心したような彼の声に、私は思わず呟いてしまった。

「だって私、お兄ちゃんのことが大好きなんだもん」

　言ってから（しまった！）と後悔する。

　小さな頃から何十回も繰り返してきた言葉なのに、じわりと頬が熱くなった。

　ハンドルを握っているお兄ちゃんをちらりと横目で見ると、聞こえたはずなのに彼は黙っていた。

（お兄ちゃん、何とか言って……えっ？）

　気まずくてうつむいていると、助手席のひじ掛けに置いた右手に何かが触れた。

　運転中のお兄ちゃんの左手が、探るように私の手に触れたことに驚き、思わず息を呑む。
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　ドキドキと早鐘を打ちつける心臓に唇を噛みしめていると、低い声でお兄ちゃんが呟いた。

「……ごめん、スケジュール帳を探している。ダッシュボードの中を見てくれるか？　黒い革の手帳なんだ」

「え？　て、手帳？　わ、わかった……」

（探し物をして、私の手に当たっただけ？）

　ドキドキした気持ちが一気にしゅーっとしぼんで、身体から力が抜けていく。

　ダッシュボードを開けるとすぐに黒色の手帳が見つかり、それをコンソールボックスに置いた。

「ありがとう」

　信号待ちで車が停まると、お兄ちゃんはそれを手に取り、真剣な表情で予定を確認していた。

（私ったら……バカ、バカ、バカ……）

　ぎゅっと手を握って、ため息をつく。

　普段は大丈夫なのに、今みたいにいきなり手が触れるようなことがあると、胸の鼓動が速まり、全身が熱くなってしまう。

「──綾香」

　名を呼ばれて、ハッと顔を上げると、お兄ちゃんが切れ長の瞳を細めてこちらを見ている。

「ひまわり園についたよ」

　慌てて周囲を見渡すと、いつの間にか保育園の駐車場についていた。

「私ったら、ぼぅっとして……お兄ちゃん、送ってくれてありがとう。行ってくるね」

　気持ちを見透かされそうで、私は慌てて車を降りた。

　足早に保育園の門をくぐり、正面玄関のドアを開ける。廊下を歩いていた園児が私に手を振った。

「あ、アヤせんせーだ。おはようございまーしゅ」

「おはよう、リョウくん」

　舌足らずの可愛い園児の挨拶と笑顔に、自然と顔がほころぶ。

　職員用の下駄箱を開けていると、後ろから腕を引っ張られた。

「きゃっ……」

「俺だ、綾香。車の中にバッグを忘れていたよ」

　振り返ると、お兄ちゃんが手に私のトートバッグを持って立っていた。「ほら」と優しくバッグを手渡してくれる。

「あ、ありがとう、お兄ちゃん」

「子どもたち、可愛いな。頑張れよ、アヤ先生」

　お兄ちゃんは優しく笑って、片手を私の頭に乗せ、くしゃりと撫でる。

　きゅんと胸がときめいた。じわりと頬が熱くなった直後、背後から大きな声で呼ばれた。

「綾香先生！」

　男性保育士の高たか橋はし先生が、廊下を早足に歩み寄ってきた。彼は大きな声で続ける。

「今度の発表会のことで相談したいことがあるんですけどね！」

「あ、はい……」

　発表会は半年も先だ。何をそんなに急いでいるのだろうと驚くと同時に、大きな声を出されて、怖がりの私は身体を強こわ張ばらせる。

　ふいに肩に優しく手が置かれ、耳元で穏やかな囁きが聞こえた。

「綾香、大丈夫か？」

　振り向くと、お兄ちゃんが心配そうに私を見つめていた。

　こちらを睨んでいた高橋先生が、お兄ちゃんに向かって大きな声で叫んだ。

「誰だか知らないが、ここは保育園だ。部外者は出て行ってくれ！」

　喧嘩腰でまくしたて高橋先生に、いつもは穏やかなお兄ちゃんが、珍しく鋭い視線を向けた。

　その凍りつくような美貌と眼差しに、高橋先生が思わず身じろいで後ずさると、お兄ちゃんは優しい眼差しに戻り、私を見て言った。

「……じゃあ、俺はもう行くよ」

「うん、本当にありがとう」

　お兄ちゃんが立ち去ると、遠巻きに見ていた女性の先輩保育士たちが、わらわらと集まってきた。

「ちょ、ちょっと、綾香先生、今のすごいイケメンは誰？　もしかして恋人？」

「うわー、あんな超絶美形の彼氏がいるなんて、聞いてないわよー」

「朝から一緒って、もしかして同棲中？いやーん！　うらやましいわぁ」

「……違います。兄なんです」

　私の言葉に、シン、と周囲が静まり返った。皆「えっ？」と驚いた表情になっている。

　高橋先生が目を丸くしながら呟いた。

「あの人がお兄さん？　でも綾香先生は背が低いし、可愛いタイプだから、美形で長身のお兄さんと雰囲気とかも全然似てないような……」

　他の先生たちも頷いている。

（兄といっても、血が繋がってないから……）

　心の中でぽつりと呟いていると、女性保育士のひとりが興奮気味に尋ねた。

「ねえねえ、お兄さんのご職業は？　モデル？　それともホスト？」

「……いいえ、兄はＴ銀行で外為を担当しています」

「エリート銀行員！　最高だわ。でもきっと、彼女がいるわよねー」

「どうでしょうか。兄は仕事が忙しいみたいなので……」

　私が答えると、先輩たちは目を見開いてこちらを見た。今度は私の方が「えっ？」という表情になる。

「綾香先生が知らないだけじゃない？　あんなイケメンに彼女がいないなんて、あり得ないわよー」

「そうよ、絶対にモテるわよ。どこかの社長令嬢に付き合ってーと迫られて困るタイプだわ」

「……そうでしょうか……」

　確かにお兄ちゃんは昔から女性に人気があった。しかし、なぜか誰と付き合っても長続きしなかったし、就職してからは仕事に打ち込んでいるようだった。

　ふいに高橋先生がそばに来て、赤い顔で頭を掻きながら頭を下げた。

「あの、綾香先生、さっきはすみませんでした。まさかお兄さんとは思わず、失礼な態度を……。えっと、相談したいことがあるので、今日の夕方に少し時間をもらえますか？」

　発表会のことだろうと思って頷くと、頭上で朝の読み聞かせが始まるチャイムが鳴った。

「それでは、失礼します」

　私は担任をしている三歳児クラスの教室へ急いだ。

　ドアを開けると、教室いっぱいに広がっていた笑い声や歓声が、一気にこちらへ向く。

「アヤしぇんしぇーだっ、おあよーごじゃいましゅ」

　キラキラした眼差しの子どもたちは、今朝も元気いっぱいだ。

　お兄ちゃんと出会った時の自分も、こんな年齢だった。そんなことを思い出しながら、私はバッグから絵本を取り出す。

「はーい、おはよう。今朝は新しい絵本を三冊読みます。先生のそばに集合─」

　園児たちはタタタッと半円を描くように集まった。

「みんないる？　あれ、シュンくん、どうしたの？」

　園児の一人、シュンくんがまだ席に座ったままだ。私が声をかけると彼は半泣き状態で叫んだ。

「アヤせんせー、ドアのところに、なにかいるー」

　指さす方を見ると、大きなヒキガエルがいた。園児たちが驚いて声を上げる。

「わっ、おっきなカエル！」

「ねえねえ、せんせい、カエルさん、こあいー」

「大丈夫よ。先生がつかまえて、カエルさんをお外に逃がすから」

　素手では怖くてさわれそうにない。私は頬を引き攣らせながらビニール袋を出してカエルに手を伸ばす。

　あと少し……というところで、いきなりカエルがピョンと跳ねて、私の胸元にペタリとくっついた。

「いやあああああっ」

　思わず悲鳴を上げて尻もちをつく。

「せんせー、だいどーぶ？　ひっく……うぇぇん……」

「ふああああぁぁんっ、あああぁぁん……」

「せ、先生は大丈夫よ。みんな、泣かないで。ほら、カエルさんは怖くないから──」

　慌てて起き上がり、私は懸命にカエルを捕まえようと頑張った。なんとかほうきとちりとりを使ってカエルを外へ出し、ほっとする。

（それでも、子どもたちを怖がらせてしまった……）

　その日、園児たちが帰ってからも、私は落ち込んでいた。

　きっと大人になれば、怖がりで泣き虫な自分も変われると思っていたのに、成人してからも怖がり姫は健在だ。

　しゅんと肩を落として日誌を書いていると、高橋先生から声をかけられた。

「綾香先生、ちょっといいですか」

「はい」

　話があると言われていたことを思い出し、後について行く。彼は誰もいない遊戯室に入り、私に向かい合って座るように促した。

　発表会の準備のことだろうと思っていると、唐突に彼が告げた。

「僕は綾香先生のことが好きなんです」

「……えっ？」

「この半年間、ずっと綾香先生のことを見てきました。明るくて可愛くて素直なところが好きです。僕と付き合ってください」

　思いがけない言葉に息を呑む。

「……わ、私……あの……」

　高橋先生のことは同じ職場の先輩として尊敬している。しかし、それは恋愛感情ではないと気づいていた。

　こうして高橋先生と一緒にいても、心臓が痛いほど早鐘を打ちつけたり、相手を想って狂おしい気持ちになったりしたことは一度もない。そして、これからもないような気がする。

「綾香先生は、恋人がいるんですか？」

「いいえ……いません。でも……」

　真っ直ぐな眼差しに口ごもると、高橋先生は重ねるように訊いた。

「もしかして、好きな人がいるとか？」

　突然、脳裏にお兄ちゃんの顔が浮かび、心臓がトクンと跳ね上がる。

（……どうして、お兄ちゃんの顔が……）

　お兄ちゃんのことを思い出すと、自分でもわからない切ない気持ちが胸の中に広がってしまう。

　私は膝の上の手をぐっと握りしめ、頭を下げた。

「す、すみません。高橋先生のことは尊敬していますが、今は誰とも付き合うつもりはありません」

「……仕事に集中したいということですか？」

　頷くと、彼はふーっと長い息を吐いて、気持ちを振り切るように立ち上がった。

　私も椅子を元に戻してドアへと向かう。彼は振り返って言った。

「綾香先生が仕事に慣れた頃に、再度告白します。今日のことを忘れないでください」

「で、でも、あの……っ」

　いきなり後頭部を掴まれて、言葉が途切れた。そのまま強く引っ張られ、頬に彼の唇が押しつけられる。

（頬に……キス……？）

「やっ……」

　身体を強張らせて彼を押し返すと、ようやく拘束が解かれた。

「僕、諦めませんから。綾香先生のことが本当に好きなんです」

「……」

　踵を返して彼が遊戯室から出ていくと、脱力した私は、思わずその場にへたり込んだ。

「……お兄ちゃん……」

　じわりと目に涙が浮かんだ。
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　夜空に浮かんだ三日月を見つめながら、愛車の軽自動車を運転し、私はぐったり疲れて帰宅した。

　子どもたちの前で怖がってしまったこと、高橋先生からの突然の告白とキスに、何度目かわからないため息をついて玄関を開ける。

「お帰りなさい、綾香。遅くまでご苦労様」

　母がテーブルの上に料理を並べて待っていた。肉じゃがと鮭の塩焼き、それとお味噌汁がラップしてあり、もう一人分が隣に置かれている。

「ただいま。お父さんとお兄ちゃんは？」

「お父さんはさっき寝たところよ。拓海くんは遅くなると連絡があったわ」

「お兄ちゃん、銀行のお仕事、忙しいのかな」

　ダークスーツの上着を脱ぎ、白シャツを腕まくりして仕事に集中しているお兄ちゃんの姿が瞼に浮かぶ。

「そうね。銀行ってかなり忙しいみたいね。でもほら、仕事以外って可能性もあるんじゃない？　例えばデートで遅くなっているとか」

　そう言った後、母がむふふっと笑ったので、私はお味噌汁を噴き出しそうになった。

「もしかして、お母さんはお兄ちゃんから何か聞いているの？　私は何も言われてないけれど……」

「言うわけがないでしょ。子どもじゃないんだから、親や妹に自慢してどうするの。それよりも、綾香は自分のことを考えないと」

　母の言葉にドクンと心臓が大きく跳ねる。

「ど、どういうこと？」

「綾香はそろそろ、お兄ちゃん離れした方がいいんじゃない？　二十一歳にもなって、まだ誰ともお付き合いしたことがないなんて、母さんは綾香の将来が心配だわ。今の職場にいい人はいないの？」

　告白されたことを思い出し、高橋先生の顔が浮かぶ。どうしても付き合いたいと思えない。私は首を横に振った。

「保育士の職場は女性が多いし、仕事が忙しいから、なかなか出会いがないの」

　母はふぅんと呟いて立ち上がった。眠そうに目をこすっている。

「そうだわ、明日また、清水のお祖母ちゃん家に行ってくるから」

　先週から清水の祖母がぎっくり腰になり、母が介護で週に二日ほど通っている。

「お祖母ちゃん、腰の手術をするんだって。父さんも一緒に主治医の先生から説明を聞くの。たぶん、明日はそのままお祖母ちゃん家に泊まってくるから」

「ええっ？」

「平日だから、綾香と拓海くんは仕事があるでしょ？　留守番を頼むわね」

「で、でも……」

「綾香は相変わらず怖がりね。拓海くんがいるから大丈夫よ」

「う、うん……」

「十二時を過ぎたから、母さんは先に寝るわ。綾香、おやすみ」

「……おやすみなさい」

　私は小さくため息をついた。

（べ、別に、何でもないもん。大丈夫……）

　自分に言い聞かせるようにして夕食を食べ終える。

　キッチンで食器を洗っていると、車のエンジン音が聞こえた。

（お兄ちゃんが帰ってきたっ）

　玄関まで駆けて行こうとして、兄離れしないといけないという母の言葉を思い出し、足が止まる。

　お兄ちゃんが鞄を持ってキッチンに入ってきた。

「ただいま、綾香。起きて待っていてくれたのか？」

「うん。お帰りなさい、お兄ちゃん。お仕事、忙しいの？」

　お兄ちゃんは上着を脱いで、ネクタイを緩めながら答えた。

「ああ、引継ぎの関係で少し忙しいんだ。それより、もう十二時を回っているよ。明日も仕事があるんだろう？　早く寝た方がいい」

「はーい、夕食を温めようか？」

「いや、軽く食べてきたから、母さんの料理は冷蔵庫に入れておいてくれ」

「お兄ちゃん！　食べてきたって、誰と？」

　思わず強い口調になった私に、お兄ちゃんは驚いて漆黒の瞳を見開いた。

「な、何でもない。変なことを聞いて、ごめんね」

　動揺してうつむくと、頭上に熱が落ちた。

　大きなお兄ちゃんの手が、私の頭を優しくポン、ポン、と叩いている。

「会社の同僚と、銀行の食堂で食べたんだよ」

　ちゃんと答えてくれる優しい声にほっとする。

　半分ほど開いたキッチンの窓から風が入り、ふわりと空気が動いた。

「綾香──」

　低い声で呼ばれて私はハッと我に返る。

「なあに、お兄ちゃん」

「元気がないようだが、何かあったのか？」

　小さな頃から、母でさえ気づかないことも、お兄ちゃんだけは気づいて、すぐに声をかけてくれた。

　私はコーヒーを淹れて、今日の保育園であったカエル事件のことを話した。

「……それで、私が大きな声を出したせいで、子どもたちがびっくりしてしまったの。中には泣き出す子もいて……」

「そうか」

　仕事で疲れているだろうに、お兄ちゃんは真剣な表情で話を聞いてくれる。

「私が怖がると、子どもたちも怖がってしまうの。怖がりを治したいのに……ダメなの」

　しゅんと肩を落としていると、お兄ちゃんの穏やかな声が耳を打った。

「綾香は小さな頃から怖がりで泣き虫だった。でもそれは優しさの裏返しでもあるんだ。今回だって悲鳴を上げた後、懸命にカエルを捕まえようとしたんだろう？　そういうところを子どもたちはちゃんと見ていると思うよ」

「お兄ちゃん……」

「大丈夫だよ。お前はきっと、子どもたちから信頼される先生になる。俺はそう信じているよ」

　じわりと胸が熱くなる。小さな頃からいつもそうだった。

　落ち込むことや悲しいことがあると、雨の中で抱きしめてくれたように、お兄ちゃんがあたたかい言葉で私を包んでくれる。

　怖がりで泣き虫でも、今のままの私でいいのだと教えてくれたお兄ちゃんを見て、私も彼のように小さな子に愛情を注ぎたいと思い、保育士の道を選んだ。

「お兄ちゃん、いつもありがとう。私……あっ」

　お礼を言おうとして一歩さがった拍子に、腕がキッチンの蛇口に当たった。

　慌てた私はレバーを逆に押してしまい、水が勢いよく噴き出す。

「きゃっ！」

　お兄ちゃんが素早く水を止めてくれたが、その一瞬のうちに私は頭から水をかぶって、ずぶ濡れになってしまった。

「大丈夫か、綾香。風邪をひくぞ──」

　お兄ちゃんはタオルでゴシゴシと私の髪を拭いてくれる。

「び、びっくりした……ごめんね、お兄ちゃん」

「謝ることはないよ。誰にでも失敗はある。ほら、肩や首も濡れている」

　タオルを手早く折りたたみ、お兄ちゃんは濡れている私の首すじを拭いていく。胸がぎゅっと締めつけられて、頬が熱くなった。

「あの……自分で拭くから……」

　お兄ちゃんは黙ったままタオルで首すじを押さえ、濡れて首に張りついている髪をそっと指先で拭った。

「あ、あの……お兄ちゃん……？」

　首筋から伝わる熱に、頭の中が真っ白になっていく。顔を上げると心配そうにこちらを見ている切れ長の瞳と目が合った。

　彼はゆっくりと口を開いた。

「綾香──今日、正式に内示が下りた。俺は来年から、イギリスに転勤することに決まった。明日、父さんたちにも話すつもりだ」

　突然の言葉に、全身を強い電流のようなものが走り、足が小刻みに震える。

「お兄ちゃん、イギリスに行っちゃうの？　いつまで？　すぐに戻ってくる？」

「たぶん五年以上、ロンドン支店に勤務することになると思う」

「……」

　Ｔ銀行は海外支店が多いし、お兄ちゃんは有名大学の英語学科を卒業している。

　それでも、小さな頃からずっとそばにいたお兄ちゃんが日本を離れて遠くに行ってしまうなんて、考えたこともなかった。

「風邪をひくぞ。風呂に入った方がいい」

　彼の低い声にハッと我に返った。

「う、うん。そっか、お風呂……わ、わかった。入ってくる」

　しどろもどろで答えながら、私はパタパタと浴室に急いだ。

　濡れて冷たくなった服を脱ぎ、あたたかな湯船に浸かると、じわじわと転勤の衝撃が込み上げてくる。

（お兄ちゃんに、会えなくなってしまう）

　湯気の中で視界が滲み、頬を伝う涙が湯船に雨のように落ちていく。

　私は声を殺して泣いた。心の中の壁が溶けていき、ふいに自分の気持ちが顕わになっていく。

　高橋先生や他の男の人といる時にはまったく感じないのに、全身が熱くなるような感覚や、見つめられると体温がふわりと上昇する甘い疼うずきを、お兄ちゃんにだけ感じてしまう理由にようやく思い至る。

（小さな頃からずっと、お兄ちゃんのことが好きだった。でも今は、ひとりの男性として、お兄ちゃんのことを愛している……）

　ようやく自分の気持ちに気づいた私は、こくりと喉を鳴らした。

　義兄にこんな気持ちを抱いていると知ったら、きっと両親は悲しむだろう。私達は家族なのに。それに、お兄ちゃんはもうすぐイギリスに行ってしまう。

　あふれる涙を拭い、やっと泣き止んでお風呂から出ると、お兄ちゃんはもう二階の自室へ上がったようで、リビングは静まり返っていた。

「……妹でいいから、お兄ちゃんのそばにいたいよ……」

　誰にも聞こえない声で呟くと、ひっそりとした沈黙が返ってきた。その夜は眠れなかった。




　父と母が出かけた金曜日は、朝から大粒の雨が降っていた。

　私が保育園の仕事を終える頃には、空は低く垂れ込めた灰色の雲に覆われ、雨は土砂降りに変わっていた。

　職員室で仕事をしていると、園長先生が職員全員に声をかけた。

「今夜にかけて大雨になるようです。雨がひどくなる前に、先生たちも帰ってくださいね」

　はい、と皆が返事をし、次々と職員が帰宅の準備を始める。私も日誌を書き終えると、周囲の先生に挨拶をして園を出た。

　家に着くと、両親は留守のはずなのに、家の窓に明かりが点いている。

（お兄ちゃんがもう帰宅しているの？）

　急いで玄関を開けると、美味しそうな匂いが漂ってきた。

「おかえり、綾香」

　キッチンに入ると、お兄ちゃんが黒色のシャツとジーンズというラフな服装で、腕まくりをして夕食を作っていた。

「ただいま。珍しいね、お兄ちゃんがこんなに早く帰っているなんて」

「仕事が定時で終わったんだ。今夜は久しぶりに俺が夕食を作るから」

　フライパンに油をひきながら微笑むお兄ちゃんに、胸がじわりとあたたかくなる。

　きっと大雨の中、私がひとりで怖くないように、急いで仕事を終らせてくれたのだろう。

「お兄ちゃん、ありがとう。私も手伝う──」

「大丈夫だよ。すぐできるから、ソファーで座って待ってろ。いいな？」

　お兄ちゃんはシンク下の収納からお鍋を取り出し、その合間にフライパンを揺すって豚肉を炒め、手早く野菜を刻んで、オリーブオイルで炒めてステーキに添える。

（お兄ちゃんが私に、お料理を作ってくれている）

　胸の鼓動がトクトクと速くなる。逞しい腕、大きな手、やわらかくて流れる様な漆黒の髪、彫りが深く整った顔立ち、鋭い切れ長の眼差し……その姿を目に焼き付けておきたくなるのは、兄としてではなく、彼がもっと特別な存在だから。

　そう思った直後、父と母の顔が脳裏を過り、慌てて首を小さく横に振る。

「できたぞ。ピラフとポークステーキ、それから卵焼きとじゃがいものお味噌汁だ」

「わぁ、すごい、美味しそう。全部私の好物だわ」

「そう思って作った」

「……ありがとう、お兄ちゃん」

　うれしさが胸いっぱいに広がって目頭が熱くなる。

　テーブルの上に並べられた料理を見ながら、私は神様、と心の中で呼んだ。

　神様、ありがとうございます。優しい義兄を与えてくれて……。私はもうこれ以上、何もいりません。だから、どうかこれから先、お兄ちゃんにたくさんの良いことが待っていますように。どうか、お兄ちゃんがイギリスへ行ってからも幸せでありますように。お兄ちゃんが幸せなら、私も幸せだから……。

　祈るように心の中で呟いていると、道路を叩きつけるような雨音が、さらに大きくなった。

　暗闇の空に白い閃光が続けざまに光り、ドォォンッと雷鳴が轟く。

　リビングの窓ガラスが小さく震え、私は思わず立ち上がった。恐怖で背中を冷たい汗が滴り落ちる。

「お兄ちゃん……雷が……」

　お兄ちゃんも素早く立ち上がり、安心させるように私の両肩に手を置いた。

「大丈夫だよ。近くに落ちたようだけど、建物の中にいれば安全だ。ただし、雷が止むまで水は使わない方がいい。雷の電気は水道管を通るから……」

　お兄ちゃんの声を掻き消すように、先ほどよりもさらに大きな雷がすぐ近くに落ちた。地響きのような轟音に、私は思わず耳を塞ぐ。

「やぁぁぁっ、お、お兄ちゃん……、こ、怖い──！」

「綾香！」

　鋭く名を呼ばれて、強く引き寄せられたのはその時だった。

　不意に視界が遮られ、お兄ちゃんに抱きしめられたのだと気づいて息を呑む。

「大丈夫だ。俺がついている」

　彼の腕の中は広くて、とてもあたたかい。

　小さな頃からずっと守ってくれた優しい義兄の温もりに包まれて、胸がじわりと熱くなり、無意識のうちに言葉を紡いでいた。

「お兄ちゃん……好き……」

　告げた途端、抱きしめているお兄ちゃんの身体がビクリと震えた。

（お父さん、お母さん、私達四人は家族なのに……兄妹なのに……ごめんなさい……）

　共に過ごした時間の長さを思い、罪悪感が胸を過よぎる。

　私は強く唇を噛みしめた。それでも気持ちを抑えられずに顔を上げる。

「……私、お兄ちゃんのことが好きです」

　抱きしめていた腕を緩めて、お兄ちゃんが身体を離した。眉根を寄せて低い声で呟く。

「その気持ちは、兄に対する愛情だよ」

「お兄ちゃん、違うの」

　私は強く首を横に振った。

「こんな気持ちはお兄ちゃんだけなの。キスされた時も、お兄ちゃんの顔が瞼に浮かんで……」

「──キス？」

　お兄ちゃんが驚いた表情になり、沈黙が落ちた。空気がずしりと重くなった気がして、雨音がやたらと大きく聞こえる。

「誰と？」

　焦燥を抑えつけるようなお兄ちゃんに気圧されながら、消え入りそうな声で口ごもる。

「あのっ、た、た……」

　ぐっと口元を引き締めたお兄ちゃんが叫ぶように言った。

「相手は誰なんだ！」

　こんなに感情的になるお兄ちゃんを見たのは初めてだ。

　思わず呆然と立ち尽くしていると、肩を掴まれた。強い力に息が止まる。

「い、たっ……お兄ちゃん、肩が、痛い……」

「綾香、答えてくれ。相手は誰なんだ？」

「た、高橋先生……同じ職場の……」

「あの男か？　正面玄関で会った……あいつとキスをしたのか！」

「お兄ちゃん、肩、痛い……、で、でも、キスは頬に少しだけ……それだけ……」

　お兄ちゃんはようやく肩を掴んでいた手を下ろした。

「……あの男と付き合うのか？」

　私は弾かれたように顔を上げた。

「ううん。付き合わない。だって、私が好きなのはお兄ちゃんひとりだから……」

　神様、ごめんなさい、と私は心の中で呟く。こんな気持ちを伝えてしまい、優しいお兄ちゃんを困らせて、本当にごめんなさい。

　それでも、どうしても止められなかった。今まで我慢してきた想いのすべてを彼に言葉にして伝えたかった。
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「お兄ちゃんのことを、兄としてじゃなく、ひとりの男性として好きなの。お父さんとお母さんとお兄ちゃんと私は家族なのに……諦めないといけないとわかっているのに……苦しくて、気持ちが抑えきれないの……」

　気持ちを吐露しているうちに熱い頬に涙が伝った。

「──綾香、泣かないでくれ」

　低い声で囁いた後、お兄ちゃんは私の頬をゆっくりと両手で包み込んだ。

　伝い落ちる頬の涙を、彼の指先が優しく拭う。

「俺はお前に泣かれるのが一番つらい。それなのにお前は、子どもの頃から怖がって泣いてばかりだ」

　子ども扱いしているような口調で囁かれて、思わず私は小さく首を横に振った。

「確かに今でも怖がりだけど、もう子どもじゃないわ……」

　言葉が終らないうちに、彼の大きな手に顎を掴まれた。ぐっと力を込められて、そのまま上を向かされる。

　額がコツンとぶつかる距離で、彼は動きを止め、早口で囁いた。

「お前が子どもじゃないのは、俺が一番よく知っている。子ども扱いしてるんじゃなくて、俺の中でお前は特別な存在だと言ってるんだ。大切で愛しい。その気持ちが妹に対するものではないと気づいて、お前のことを諦めようとしたのに……」

「お兄ちゃん……？」

「ずっと俺は悩んでいた。他の女性と付き合っても、お前のことを思って比べてしまい、長続きしなかった。俺の心にはいつも綾香がいる。何度もこの想いを断ち切ろうと思ったのに、できなかった。お前が他の男とキスしたと知っただけで、嫉妬と動揺で苦しんでいる。誰にも渡したくない」

「そ、それじゃあ──」

「俺は妹としてではなく、お前のことが好きだよ、綾香」

　熱く囁いて、彼は私の背中に腕を回した。

　息ができないほど強く抱きしめられ、そのまま唇が塞がれる。

「あ……ぅ……」

　唇に触れる初めての熱に、全身の血が沸騰するような衝撃が走った。

　身体を強張らせていると、熱く濡れた彼の舌先が、ゆっくりと口に侵入してくる。敏感な舌の上をこすられて胸がズキンと疼いた。

「……ぅ……く……んんっ……」

　強く抱きしめる腕も、唇から伝わる彼の温もりも、愛おしくて心臓が壊れそうなほど早鐘を打ちつける。

「俺はお前しか愛せない」

　はっきりと告げられた声に、心臓がぎゅっと締めつけられた。

　初めて会った時から変わらない、黒曜石のような美しい瞳を見つめる。大切に護ってくれ、励まし支えてくれた今までのことを思い出していると、彼は寂しそうに微笑んだ。

「綾香、父さんと母さんを悲しませることになるかもしれない」

　両親のことを思い出すと、心臓を鷲掴みにされる。込み上げてくる罪悪感に、ぎゅっと唇を噛みしめた。

「この家を出ることになるかもしれない。それでも俺はお前を選ぶ。お前がいればいい。お前しかいらない」

「──お兄ちゃん……」

　真摯な言葉に、涙るい腺せんが壊れてしまう。ぽろぽろと涙が頬を伝い落ち、小さく嗚咽が漏れる。

　彼は私の肩を優しく抱き寄せて、励ますように明るく言った。

「呼び方のことだけど、これからは、お兄ちゃんじゃなくて名前で呼んでくれ」

「……た、拓海さん……」

　初めて名前で呼ぶと、彼は目を細めた。切ない表情にぎゅっと胸が締めつけられる。

「お前から名前で呼んでもらいたいと、ずっと思っていた。うれしいよ。もう一度、呼んでくれ」

「うん……拓海さん……」

　じわりと黒曜石の瞳が細くなり、目を閉じると唇に熱が落ちた。ついばむような優しい口づけに、胸がいっぱいになっていく。

「お前は本当に俺でいいのか？　兄への愛情を誤解しているのではないか？　俺がお前を思い続けたように、お前も思ってくれているのか？」

　いつも落ち着いている彼が、こんな不安な気持ちを抱いていたことを知り、胸がじわりと熱くなる。

「私、ずっとお兄……拓海さんのことが好きでした。これから先もずっと愛しています」

「そんな可愛いことを言われると理性が保てなくなるよ。でも後悔はさせない。幸せにする」

　彼の瞳が鋭く光るのを見て、心臓がトクンと跳ね上がる。

「おいで、俺の部屋へ行こう」

　彼は頬を朱色に染めて動転している私を軽々と抱き上げて、優しく額に口づけた。

　彼は自室のベッドの上に私を降ろすと、ベッドライトとオーディオのスイッチを入れた。

　やわらかなベッドライトの灯りが周囲を幻想的に浮かび上がらせ、クラシックの音色が小さく聞こえる。

　雨音で不安にならないように、さり気なく気を遣ってくれている彼に、じわりと胸が熱くなった。

「俺の怖がり姫は大丈夫か？」

「大丈夫よ、怖くないから……」

　表情を強張らせる私に、彼は微笑みを浮かべて耳たぶに優しく噛みついた。その刹那、胸がじわりと甘くしびれる。

「綾香、途中で止められないかもしれないが、お前に無理をさせたくない。止めてほしかったらそう言ってくれ。いいな？」

　小さく頷くと、噛みつくような勢いで唇が重ねられた。

　激しい雨のように、角度を変えながら口づけが深められる。彼の長い指が私の顎に触れ、そっと唇を開かせた。

「あっ……！　ぅんっ……ん──」

　熱い舌が挿入され、身体がビクンと波打った。口腔内を愛撫するように舌の上をこすられて、私は大きく身をよじる。

　舌を絡みとられ、唇から伝わる熱とぬるりとした感触に、ゾクゾクと全身が粟立っていく。

「うぅ……っ……、あぁ……っ」

　舌をしびれるほど強く吸い上げられて、手足が小刻みに震えてしまう。頭がぼうっとして、全身が熱くなった刹那、彼の熱い舌がすっと抜かれた。

「……お前の唇はやわらかいな」

　彼の黒曜石のような瞳が大きく揺れている。小さく息を吐いた後、彼は自分のワイシャツのボタンを外して、着ているものを脱ぎ去った。

　男らしい喉元に続いて、均整のとれたお兄ちゃんの逞しい肉体を前にして、心臓がうるさいほど高鳴った。

「そんなに緊張した顔をしないでくれ。すぐにお前の服も脱がせる」

「お、お兄ちゃ……っ」

「拓海だ」

　彼は頬から首筋にかけて優しくキスの雨を降らせながら、私が身に着けているものをすべて取り去っていく。

　全身が火を点けられたように熱い。優しさと甘さを帯びた彼の瞳が、愛おしそうに細められた。

「きれいだ、綾香……」

　ゆっくりと圧し掛かるようにして、彼が私の上に覆いかぶさった。

　首筋や頬、背中と、確かめるように私の身体を探る彼の手は大きくて熱い。

　その手が乳房に触れると、全身に電流が流れるような疼きが走った。形が変わるほど胸を揉みしだかれ、反対の乳房の頂を痛いほど強く吸い上げられる。

「ひぅっ、んん……あぁっ、んっ……」

　熱い舌先が乳首にしっとりと絡みつき、先端を甘く噛まれて、私は頬をさらに紅潮させて身もだえた。

　敏感な乳首を転がされ、ゆっくりと愛撫する舌の動きに背筋がピクピクと震えてしまう。

　音を立てながら痛いほど強く吸われて、今まで経験しいたこのない甘い疼きに、私は大きく胸を上下させた。

「はぁっ……はっ、あっ、く……っ」

「感じているお前も、最高に可愛い。お前は俺だけのものだよ」

　彼の手が滑るように私の腰を撫で、脚の付け根へと滑り落ちた。

　そのまま秘められた処に触れられて、思わず息が止まる。

　彼の指が花びらを押し開き、花芯をゆっくりとくすぐる。敏感な部分を愛撫されて、私の背は大きく反り返った。

「んんぅっ、あぁ、やっ……ぁ……っ」

「もうこんなに蜜をあふれさせて、綾香は本当に敏感だな」

　漆黒の瞳を細めた彼は、指を大きく動かし、秘裂を割って指を這わせる。

　蜜口を前後へ擦られて、ずきんと痛いような快感が走り、そのまま彼の指が敏感な花芯に達した。

　そこに触れられた瞬間、どっと蜜があふれ出てしまい、彼にしがみつく。

「ひぁ……っ！　あッ、あッ、あぁぁっ」

「大丈夫だ。もう少し力を抜いてくれ」

「んんっ、拓……海さ……っ」

　触れられたところがジンジンと疼いて、恥ずかしいと思う間もなく、強い快感にさらわれていた。

「綾香のここ、赤く勃っている」

「あ、あ、あああぁぁっ……！」

　蜜で濡れた指先で、敏感な蕾を撫でられ、全身に電流のような痺れが駆け抜けた。

「ううっ……くっ……あぁッ──」

　彼の長い指先が蕾を強く挟んで弾き、そのまま大きく左右に揺さぶられた。甘い快感と痺れが同時に身体を突き上げる。

「はぁっ！　ああっ！　はぁっ、はぁっ……」

　絶え間ない愛撫に、腰から疼きが全身に広がり、身体が小刻みに震えてしまう。

　優しく口づけながら、彼は耳元で囁いた。

「俺を想っているから感じているんだ。恥ずかしがらなくていいんだよ」

　彼の長い指に蜜処を愛撫され、クチュッ、クチュッと耳にまとわりつくような音が部屋に響く。

「や……ぁ、んんっ……」

「綾香、少し痛いかもしれないけれど、奥まで指を挿れるよ」

　ゆっくりと秘裂を割って、慎重に蜜壺に指が埋め込まれる。

　初めて感じる圧迫感に驚いた私は、彼にしがみついて胸元に顔を埋めた。

「ああぁぁっ、あっ……あっ！　んっ！」

　まだ狭いままの蜜口が、入り口をヒクつかせながら、彼の指を懸命に呑み込んでいく。

「すごく熱いよ、綾香、こんなに熱くて締めつけて……」

　彼の指が淫らに動かされるたびに、その刺激に応えるように愛液があふれ出てしまい、全身が熱く疼いた。

「うぅっ！　くっ……んんん──」

「綾香、痛かったら言ってくれ」

　彼は蜜口に差し入れた指を二本に増やし、グリグリと動かしながら秘襞を引き伸ばしていく。

　圧迫感と共に二本の指が蠢うごめくのを感じ、私は背を仰け反らせた。

「あうっ！　んぅっ！　拓……っ、ああっ」

「俺はここにいる。大丈夫だ」

　彼は唇を何度も重ねながら、私の両膝をすくい上げた。

　濡れた蜜処が大きく開かれて、背中が浮き上がり、足がビクビクと震えてしまう。

「綾香、これだけ濡れているから大丈夫だと思う。身体の力を抜いてくれ」

　硬くて熱い彼の肉棒が、蜜口へぴったりと押し付けられる感覚に全身が粟立ち、身をよじった刹那──。

　焼けつくように熱い塊の先端が、震える蜜処に狙いを定め、襞をこじ開けるように押し込まれた。

　彼はゆっくりと腰を進め、秘裂に亀頭を呑み込ませていく。

「ひぅっ！　あ、あ、あああっ、い、いた……っ」

「お前の中が、俺を包み込んでいる──」

　耳元で囁かれ、力強く掻き抱かれながら、指とは比べ物にならない大きさと質量の欲望が、膣肉を押し開いていく。引き裂かれるような痛みに身体がガクガクと震え出した。

「んぅっ！　あっ！　くっ、あっ、ぁあ……っ」

「綾香……大丈夫か？」

　彼は腰の動きを止めて、覆いかぶさりながら、優しく口づけた。

　肉棒に貫かれた蜜口は、その硬さと大きさに押し拡げられたまま、ピクピクとひくついている。

「あ、あっ、んんっ……あぁぁぁんっ……」

「……綾香、すまない。どんなに痛がっても、もう止めてやれそうにない……」

　彼はさらに奥へと腰を進めてしまう。狭い蜜道が押し広げられて、彼のすべてを呑み込んでいく。
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　灼熱に貫かれながら、私は懸命に彼の逞たくましい背中にしがみついた。

「はぁ、はぁっ……あ、ああぁ──っ」

「お前の中は狭くて熱い……どうにかなってしまいそうだ」

　脈打つ肉棒は、まるで意思を持っているかのように、蜜壁の中で蠢いている。

　熱い肉棒を包み込んだまま、蜜道をゴリゴリと突き上げられ、彼とひとつに繋がった下か肢しから新たな快感が迫り上がってくる。

「ひぅ、あぁぁっ……ん──」

「綾香……ここが好きなのか。お前の中がますます締まってきた」

　彼は腰をさらに深く沈めた。

　最奥まで脈々と隆起した肉棒に突かれて、私は大きく背中を仰け反らせて震え、押し寄せる官能的な心地よさに揺られながら、頭の中が真っ白になっていく。

　硬さと大きさを増した肉棒が壁の粘膜をこすりながら引き出され、一気に最奥まで貫かれると、膣内がうねるように収縮し、熱さで全身が燃え上がった。

「綾香……お前は俺のものだ、綾香……っ」

　熱く囁くように私の名を呼びながら、彼は何度も口づけ、浮かせた腰を強く膣道に沈める。

「ふ、ぁあっ、くぅ……あああっ」

　ベッドが軋きしんで、彼の熱い息遣いが耳をくすぐり、欲望が引き出され、ずちゅっ、ずちゅっ、と淫らな音を立てながら狭い膣道を力強く擦り上げていく。

　彼の腰の動きに合わせてベッドが軋み、奥深いところをえぐるように突かれるうちに、自分が自分でなくなってしまいそうな恍惚を感じた。

「はぅっ、んんっ、お、おかしく……なっちゃう……っ」

「俺がそばにいる。お前の全てを受け止めるから、安心してくれ」

　火をつけられたように彼が動きを速め、狭い蜜道を埋め尽くす肉棒に最奥まで貫かれ、激しく突き上げられる。

「はぁっ、はぁっ、拓……っ、あ、あ、あ、あ──っ」

「好きだよ、綾香。俺の全てでお前を愛している」

　熱を帯びた彼の黒曜石の瞳に見つめられた刹那、むさぼるように唇が重ねられた。

　お互いに夢中で舌を絡め合いながら、濃厚な口づけを味わう。

「誰にも渡さない。好きだ、綾香……っ」

　彼の額からは大粒の汗が滴り、掻き抱くように力強く貫かれて、大きく全身が揺さぶられる。

　膣の最奥が掻き回されて、彼のため息のような甘い息遣いが耳をくすぐり、さらに蜜があふれ出た。

　もう限界だと思っているのに、まだ奥へと貫かれて、呼吸さえ忘れて身悶える。

「ひぁっ、ぁあっ、拓……海さ……っ」

「綾香……っ！」

　ぴたりと重なった腰がズンズンと打ち付けられ、私は嵐に揺れる木の葉のようにもみくちゃにされてしまう。

「お前の中から蜜があふれて、きつく俺を締めつけている……綾香っ」

「うぅっ、ァッ……ぁあっ……！」

　切なさと欲望のはざまで、何もかもが溶け合って一つになり、深くつながる身体が焼かれるように熱い。

　何度も最奥まで貫かれて激しく突き上げられ、触れ合っている蜜処も身体も二人の境界線がわからなくなる。

　彼の腰の動きがさらに激しさを増し、全身が熱い欲望に貫かれてさらに昂ぶっていく。

「綾香……っ、くっ、全部持っていかれそうだ……」

　かすれた声で呟き、彼は端整な顔を辛そうにしかめて熱い息を吐き出した。

　私は爪先を引きつらせながら彼にしがみつき、震える背中を仰け反らせて絶頂を極める。

「ああ──っ！　んんっ、んああぁぁ……っ」

「綾香……愛おしい。お前は俺だけのものだよ」

　かすれた声で囁き、彼は脈々と隆起した欲望で最奥を打ち付けて熱い白濁を噴き上げた。

「あ、熱い……っ、あ、あぁぁ……っ」

　灼熱の飛沫を注がれ、痺れるような快感が全身を突き抜けていく。

　欲望を放ち終えた彼が、呼吸を速めながら、私の上に火ほ照てった身体をあずけた。

「……はぁっ……はぁっ、愛している、綾香……」

　彼は私の髪を撫でながら、切れ切れの言葉で囁き、ぎゅっと強く抱きしめた。

　広い胸板に頬を寄せると、あたたかな温もりと心音が伝わってくる。

　安堵の気持ちに包まれて、熱い肌を寄せ合いながら、私はそっと目を閉じる。

　余韻がゆるやかに波打ち、そのまま眠りに落ちた。

　夜のうちに激しかった雨が止んで、翌朝は穏やかな青空が広がった。

　祖母の家から戻った父と母は、私たちをひと目見て、昨夜何があったかを理解したようだった。

「父さん、母さん、ごめん──。必ず綾香を幸せにすると約束する。だから……」

　頭を下げるお兄ちゃんに、両親は小さく微笑んで頷いた。

「二人は小さな頃から仲が良かったから、もしかしたらと思っていたよ」

「父さん──」

「二人が幸せになるのなら、反対したりしないわ。これからも、私達が家族であることに変わりはないし、ずっと二人は私たちの子どもよ」

「母さん、ありがとう」

　細く開けた窓からそっと風が吹きつけ、私たち家族を優しく包み込んだ。




　ロンドンの市街地から見上げた空は、灰色の雲に覆われて、夕方から雨が豪雨に変わった。

「しゅごい、雨、いっぱい降ってゆ」

　四歳の長女、真ま美みが窓の外を見つめて呟いた。

　じきに遠くで雷鳴が聞こえ、日本の両親から届いた手紙を読んでいた私は驚いて立ち上がった。

　ピカッと白い閃光が走り、大きな雷鳴が轟く。

「やっ……」

「ママ、びっくりちたの？」

　両手で耳を押さえたまま、怖くて動けなくなった私を、真美が心配そうに見上げている。

「だ、大丈夫よ。きっとすぐに雷さんは遠くに行って……」

　言葉の途中で、連続して雷鳴が轟いた。

　私は思わずその場にしゃがみ込む。背中を冷たい汗が伝い落ちる。

「ママ、だいどーぶ？　パパに電話しゅる？」

　真美がスマホを指差した。私はハッとして、強く首を横に振る。

（仕事中のパパに心配をかけないように、私がしっかりして、子どもたちを守らなくては──）

　ぐっと唇を噛みしめて、私は真美とその妹の留る美みを抱き寄せた。

　初めての海外生活は驚くことの連続だった。最初のうちは怖くて泣いたこともあったけれど、結婚した翌年生まれた真美に続き、昨年は次女の留美も生まれて、今では『怖がり姫』の私も二児のママだ。

「あーうー、ばぶっ」

　ハイハイをしながら、留美が私の膝に上り、にっこりと笑った。

　二人ともパパに似てしっかりした子なので、雷を怖がる素振りは見せず、むしろ私を心配してくれているようだ。

「真美、留美、建物の中にいれば安全だから……」

　言いかけた直後、ドォォンッ、バリバリバリッと、鼓膜を震わせるほどの轟音が轟いた。

「きゃ──っ」

　思わず悲鳴を上げ、真美と留美を抱きしめる。怖すぎて頭の中が真っ白になり、全身が小刻みに震えた。

　涙がぽろぽろと零れ落ちたその刹那──。

「ただいま、綾香、帰ったよ」

　玄関から聞きなれた優しい声がして、ドアが開くと同時に、スーツ姿の拓海さんがリビングに入ってきた。

　真美と留美が、大好きなパパの帰宅に喜んで駆け寄る。

「パパッ、おかえりなたいー」

「ばーぶっ、ばぶ、ばぶ、あーぅーっ」

「ただいま、真美、留美」

　娘二人の髪を優しく撫でた拓海さんは、しゃがみ込んでいる私を見て、心配そうに肩を抱き寄せた。

「大丈夫か、綾香」

　雷が苦手な私を心配して、早目に仕事を切り上げて帰宅してくれる彼の優しさは、結婚してからもずっと変わらない。

　うれしくて、止まった涙がまたぽろりとこぼれ落ちてしまう。

「あ、ありがとう、拓海さん……」

「俺がそばにいる。大丈夫だよ。だから泣くな、綾香」

　彼は指先で濡れた私の頬を拭いながら、優しく微笑んだ。

　その手が頬を撫でて顎にかかり、気持ちごと上を向かされる。

「怖がりで泣き虫なところも、全部愛している」

　真摯な瞳で囁かれ、唇が重ねられた。

　甘くやわらかな熱と安堵に包まれて、私はそっと目を閉じ、初めて会った時のことを思い出す。

　出会った日も、今日のように激しい雨が降り、雷鳴が轟いていた。

　立ちすくんで泣いていた私に、優しく声をかけてくれた義兄は、今では大切で愛しい夫だ。

　あの日から、私達は始まった。

★おわり★
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